
みなさんの健康と幸せを守るコーワのケロちゃん、

コロちゃん(※)だよ。

あけましておめでとうございます！未（ひつじ）年の幕が

開いたケロ。今年も、コロちゃんと力を合わせて、みなさ

んの健康をガッチリと守るケロ (@^▽^@)

みなさんは、お正月をどこで過ごしたケロ？ ふたりは、

岩手県大船渡市の盛町（さかりちょう）で過ごしたケロ。

ここには、見かけることが少なくなった貨物鉄道が、今

も元気に活躍しているケロ。力いっぱい貨車を引っぱる

ディーゼル機関車を見ていると、身心が引き締まるケロ！

盛駅をバックに記念写真を撮ったよ。この写真をよ～く

見ると、お客様の待合室が写っているケロ？岩手開発鉄道

は貨物専業鉄道だったはず。どうして待合室があるケロ？

今年初めての“鉄道ミステリー”に挑戦しちゃうよ！
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”から「あけましておめでとうございます」ケロ！

岩手開発鉄道のヒミツ・・・昔はお客さまも運んでいたケロ！

（ケロちゃん）岩手開発鉄道は、昭和１４（１９３９）年８月、大船渡市・盛駅から

内陸部の平倉までの２９㎞を結ぶために設立されたケロ。

（コロちゃん）発起人総代は、当時の岩手県知事だった雪沢千代治さん。会社は、岩

手県・沿線市町村・民間企業が共同で出資する第三セクターとして発足したコロ。

（ケロちゃん）産業振興と沿線地域の開発を目指す鉄道として、地元の期待を一身に

担っていたケロ。でも、盛駅と日頃市駅の６．４㎞を結んだ段階で第二次世界大戦

に突入。工事が中断されちゃった。これって悲劇ケロ～。

（コロちゃん）盛駅と日頃市駅間で営業が開始されたのは昭和２５年１０月のこと。

その後、小野田セメント（現：太平洋セメント）が、日頃市駅～岩手石橋駅間の

３．１㎞、盛駅～赤崎駅間の２㎞をそれぞれ延伸。昭和３５年６月に、すでに営業

していた６．４㎞と合わせて、現在の１１．５㎞が完成したコロ。

（ケロちゃん）その時から、旅客輸送（盛駅～岩手石橋駅）に加えて、本格的な貨物

輸送が始まったケロ。長岩鉱山より掘り出された石灰石が、岩手石橋駅で貨車に積

み込まれて、赤崎駅にあるセメント工場まで運ばれるようになったケロ。

（コロちゃん）旅客輸送が終了したのは平成４（１９９２）年３月末。資料を調べて

みたら、当時は一日３往復、運賃は盛駅から岩手石橋まで１２０円、年間の輸送人

員は３万２千人（平成２年度）だったコロ～ (*´Д｀)ノ

（ケロちゃん）盛駅の待合室は、旅客輸送の歴史を伝えるモニュメントみたいケロ！

※ 「ケロちゃん」「コロちゃん」は、興和㈱の登録商標です。

毎年秋に、岩手

開発鉄道・三陸

鉄道・ＪＲ東日

本盛駅が一緒に

３鉄まつりを開

催するケロ。

岩手石橋駅（石灰石積み出し）

路線図ケロ！

コーワのケロコロランドより転載

あけまして

おめでとう
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があるケロ？
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来てね！



＊「応援ニュース」では、ケロちゃんコロちゃんの応援活動の様子をお知らせします。

＊バックナンバーは一般社団法人日本民営鉄道協会のホームページ「地方民鉄応援プロジェクト」でご覧いただけます。
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ケロちゃんのイチ押し ～貨物列車の勇姿～

みなさんの努力と連帯で、東日本大震災から見事に立ち直ったコロ！
（ケロちゃん）大船渡は東日本大震災で甚大な被害を被っ

たケロ。岩手開発鉄道もたいへんだったケロ。

（コロちゃん）震災当日は、たまたま運休日で、運良く４

両の機関車の被災は免れたコロ･･･。でも、盛駅まで津

波が押し寄せてきて、盛駅から赤崎駅までの約２㎞は壊

滅的な被害を被ったコロ。

（ケロちゃん）盛土
も り ど

・法面
のりめん

・道
どう

床
しょう

が流失したり、線路が

曲がったり、土砂が崩落したり、踏切が壊れたりしたほ

か、赤崎駅も全壊しちゃったケロ。おまけに、貨車や工

事用車両も水に浸かって絶望的だったケロ。

（コロちゃん）復旧までの道のりは、長く、厳しかったコ

ロ。でも、荷主の太平洋セメントや、国・県・市町村、

地元のみなさんの協力の下、運転再開を目指して全社員

が一丸になって立ち向かったコロ( ^∇^)/。

（ケロちゃん）必死の努力を続けた結果、震災から約８ヶ

月後の１１月７日に、運転再開の日を迎えることができ

たケロ。みなさんは、この日に行われた「災害復旧一番

列車出発式」を、喜びの涙で迎えたケロ～！

（コロちゃん）岩手開発鉄道の被災状況と、復旧までの努

力の跡は、東北の鉄道震災復興誌編集委員会編/国土交

通省東北運輸局監修の「よみがえれ！みちのくの鉄道」

に詳しく紹介されているコロ。

（ケロちゃん）インターネットのＷＥＢ上でも公開されて

いるから、みなさんも読んでほしいケロ！

豊かな大自然の中を、縫うようにして走る貨物列車。

とりわけ、１８両の貨車を連ねて走る青い機関車の勇姿

は印象的で美しいケロ。四季折々の風景とともに、黙々

と走るその勇姿をアルバムに収めて欲しいケロ。

岩手開発鉄道の安全

綱領を唱和するよ！

一、安全の確保は、

輸送の生命である。

稀少
き し ょ う

となった貨物列車を“激
げ き

写
し ゃ

”する旅も楽しいケロ・・・遊びに来てね！

ＤＤ５６０１が、

さわやかな風に吹

かれながら橋梁を

渡っているケロ。

盛駅の車両基地

に停車中のＤＤ

５６５２だよ。

雪化粧をした山間

をＤＤ５６５２が

力強く走るコロ。

青い機関

車だ。迫

力満点！

二、規程の遵守

は、安全の基礎

である。

三、執務の厳正

は、安全の要件

である。

この心がけが、

安全・安心を支

えているケロ！
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岩手開発鉄道は、一日 13 往復で

約 8,000 トンの石灰石を運んで

いるコロ。これまで運搬した石灰

石の総量は、何と１億 5,000 万

トンにもなるんだって！

撮影する時は、

線路や閉鎖した

ホームなどには

絶対に入らない

でほしいケロ！


